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論　文

三類の移動動詞は何を表しているのか
高橋弥守彦　（大東文化大学名誉教授）

On the Meaning of Three-Verb Motion Verb 
Combinations

Yasuhiko TAKAHASHI

内容提要

由三类移 成的 “ 移 ＋位置移 ＋ 向移 ” 基本 。在此基 上

加上客体的 ，其基本 “ 移 ＋位置移 ＋空 ＋ 向移 ”。但是，客体

空 以外的名 ，其 多 多 。本文将 明其各 形式的意 。
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0．はじめに

筆者（2007：25）は、一般に言われている “ ＋上来 /去” を基本とするいわゆる動補構造（述

補構造・動補連語）に空間詞が加わる場合は、「空間詞は “来 /去” の前に用いなければならない」

（『実用 2』p.301）とする説明に問題があると指摘し、その理由を以下のように述べている。

筆者は、連語論の観点から “ ＋上来 /去” は動詞連語であり、客体とのくみあわせは、「“上”

＋空間詞」が基本であるとし、以下の四構造に分析［表 1］している。これらのくみあわせから “

＋上来 /去” は空間詞をとらない構造である、としている。また、空間詞は “上” の後に用いて、

一つのくみあわせを作り、“来 /去” とは直接的な関係がないことも明らかにしている。
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［表 1］「“上” ＋空間詞」のくみあわせ

  ⅰ．“上” ＋空間詞：“他上楼了。”［彼は階段を上がった。］
  ⅱ．“上” ＋空間詞＋ “来 /去”：“他上楼去了。”［彼は階段を上がって行った。］
  ⅲ．ありさま動詞＋ “上” ＋空間詞：“他走上楼了。”［彼は階段を歩いて上がった。］
  ⅳ．ありさま動詞＋ “上” ＋空間詞＋ “来 /去”：“他走上楼去了。”［彼は階段を歩いて上がって行った。］

筆者は、かつて移動動詞を移動動詞の有する語彙的な意味から、有様によって移動を表す「あり

さま移動の動詞」（略称：有様 “走、游…”）、位置の移動によって移動を表す「位置移動の動詞」（略

称：位置 “上、出…”）、視点のある移動によって移動を表す「趨向移動の動詞」（略称：趨向 “来、

去”）の三類に分けている。本稿でも移動動詞はこの分類に従う。この三類の移動動詞は「移動動詞

＋名詞」の構造により、文中では、よく客体となる空間詞とともに用いられ、移動を表している。

筆者の分類する三類の移動動詞は実例の調査と分析とによれば、単独でも使え、組み合わせても

使え、客体をとることもできる。移動動詞のこの文法的な特徴によって、筆者は以下のように三類

の移動動詞を系統的に体系化1）している。また、動詞と密接な関係にある名詞2）も以下のように分類

している。

［表 2］移動動詞とそのくみあわせの体系

［表 3］名詞の分類

本稿では連語論の観点から移動を表す動詞連語「有様＋位置＋趨向」に焦点を当て、客体をとる

場合と、とらない場合、および二つの “了” とのくみあわせが、どのような意味と機能とを表して

1） 高橋弥守彦（2001：83）には［表 2］と、それを用いた例文あり。
2） 李金 （2012：75～78）は名詞を “有生命” 4 類（“人：他， ”、“ 物： ， ”、“身体：脚，手掌”、“集
体：政府，学校”）と “无生命” 3 類（“自然力： ，洪水”、“具体事物： ， 子”、“抽象事物：困惑，友 ”）の
7類に分け、具体的な単語も挙げている。

有様：走、 、 、爬………… 
1 単語 位置：上、下、 、出…………

趨向：来、去

有様＋位置：走上、 下…………
有様＋趨向：走来、 去…………
位置＋趨向：上来、下去…………

主体の移動
2単語

3単語 有様＋位置＋趨向：走上来、 下去…………

名詞         
非生命体：モノ、コト、心力（理性・感情・感覚など）、自然力（水・火・風・
　　　　　雷・音など）、空間、時間、抽象物（社会・宇宙など）

生命体：ヒト（動物も含む）、カラダ、植物（全体・部分）、組織
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いるのかについて検討する。

1．一類の移動動詞と客体との関係

移動動詞は、その有する意味から有様移動の動詞 “ 、 ”、位置移動の動詞 “上、出”、趨向移動

の動詞 “来、去” の三類に分けられる。三類の移動動詞は、一般に主体の移動を表すので、客体は

主体の移動と関係のある空間詞が基本であり、以下のような文が挙げられる。

（ 1）又喊：“走 儿的路，听 。”（『人民』94-5-93）

｢ こっちの道を歩くんだ、言うことを聞きなさい ｣と、もう一度いいました。（同上、94-

5-92）

（ 2） 天早晨下楼，遇到送 的，是个精瘦的小 儿，生 活虎的 子，看着 人提精神。（『人

民』18-3-69）

この日、早朝に階下へ下りると、牛乳配達人に会った。痩せた元気な青年で、生気に満ち

あふれ、見るだけで元気になった。（同上、18-3-68）

（ 3）今天大年初一， 里的 都下井了。（『人民』90-3-98）

今日は大年初一で、ヤマの頭たちは皆、坑内に下りてしまっていた。（同上）

（ 4）突然， 下了 台，径直朝会 外走去。（講読② -109）

すると突然、彼女は演壇をおり、そのまま会場の外に消えてしまった。（同上、p.112）

（ 5）杰和 仆仆地去了小山村。（『人民』95-8-99）

傑と叢は、足を引きずりながら、ようやく山の村に着いた。（同上、95-8-98）

（ 6）我 全家去承德旅游。（『人民』88-2-98）

わたしたち一家は承徳に遊んだ。( 同上、88-2-99)

上掲の例文から、本構造の基本は「移動動詞＋空間詞」と言える。この構造はまた中国語の一般

的な構造「動詞＋名詞」とも合致する。なお、空間詞は単語レベルで空間を表す基本空間詞は “路”

と場所を表す固有名詞 “承德” および連語レベルで空間を表す派生空間詞の二類に分かれる。ちな

みに、単語レベルであれば、上掲の “楼、井、 台” はモノ名詞、“小山村” は組織名詞である。こ

れらの名詞は連語の中で派生空間詞として空間を表す。

例（ 3）と（ 4）では、文中における “了” の位置が異なる。文末の “了” は語気助詞、動詞の後

の “了” は動態助詞である。筆者はこのことについて、かつて談話言語学理論の一つである連関性

問答法3）により、2つの “了” の現れる順序と、その違いを説明している。

（ 7）A1：昨晚你干什么了？　　昨晩、何をしましたか。

　　 B1：我看 了。 テレビを見ました。

3） 高橋弥守彦（1999：25）に連関性問答法の理論とその展開による文が紹介され、文中における “了” の位置が明ら
かにされている。
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　　 A2：你看了什么 目？ どんな番組を見たのですか。

　　 B2：我看了《水 》。 『水滸伝』を見ました。

文の展開を分析する連関性問答法によれば、一般的な文の展開では、A1の文末の “了”（語気助

詞）が先に現れ、次にA2の動詞の後の “了”（動態助詞）が現れる。先に現れる “了” は出来事を

尋ねる場合の用法であり、後に現れる “了” は旧情報になった出来事に関連する動詞の対象などの

不明な点を尋ねる用法である。

以下では客体が空間詞以外の名詞で作る例文を挙げてみよう。三類の移動動詞が空間詞以外の客

体を取れるのは、移動動詞と空間詞とのむすびつきによる動詞の機能4）による。

（ 8）衣服走 子了。（『光生館』p.1736）

服の型がくずれてしまった。（同上）

（ 9）昨晚与大黄下了三局棋。（講読① 1-37）

ゆうべは、大黄と三局指した。（同上、41）

（10）一提起秦腔，不知怎的，老 又来了神儿。（『人民』90-1-98）

だがおやじは、ちょっと芝居のことを思いうかべたために、なぜかまた考えがもとに戻っ

た。（同上、90-1-99）

上掲三例における下線部の連語中における “走 子” “下了三局棋” “来了神儿” の動詞は、いずれ

も基本的な意味 “走”［歩く］、“下”［下りる］、“来”［来る］でないことが明らかである。移動動詞

三類は空間詞とのくみあわせが基本用法であるが、筆者の分析により、「移動動詞＋空間詞」のむす

びつきにみられる移動動詞の機能により5）、上掲三例に見られるような、他領域の名詞とも組み合わ

さることが明らかにされている。

2．三類の移動動詞の作る意味

劉月華（1998）をはじめ一般の中国語学研究者は、「有様＋位置＋趨向」“走上来” を動補構造と

みなしているが、筆者は連語論の観点から、本構造を動詞連語としている。また、劉月華などは同

著で本構造のいわゆる補語の部分「位置＋趨向」が趨向意義（p.2～14）・結果意義（p.14～25）・状

態意義（p.25～30）を表すとしている。しかし、どのようにして、趨向から結果・状態へと変化す

るのかが、まだ理論的に言及されているわけではない。本節では、連語論の観点から、基本として

の移動動詞三者で作る動詞連語の表す意味関係を明らかにする。

4） 高橋弥守彦（2017：94～95）では、「“上” 空間詞」で作る “上” の機能により、モノ名詞とのくみあわせ “上
色” “上眼 ” などの表現が出来るようになることが明らかにされている。

5） 高橋弥守彦（2017：153）では「“上” ＋空間詞」で作る “上” の機能により、他領域とのくみあわせが可能になる
ことを明らかにしている。なお、高橋は本連語に 6つのむすびつき（移動、接近、到着、移り、進入、出現）が
あることを明らかにしている。
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2.1.　三類の移動動詞で作る意味

三類の移動動詞で作る基本構造は、以下の例文に見られるように、｢有様移動の動詞 “ ” ＋位置

移動の動詞 “回” ＋趨向移動の動詞 “来” ｣（例 11）の語順だが、有様移動の動詞の替わりにしばし

ば有様を表す動詞 “等、拿” や形容詞 “亮、 ” などが用いられる。

（11） 一会儿 个年青人四手空空 回来。（『人民』93-7-111）

やがて若い二人がムダ足を踏んで帰ってきた。（同上）

（12）不行，我得等下去。（『人民』89-7-101）

いや、やはり待つべきだ。（同上）

（13）利 的全身神 都 起来。（『人民』89-1-98）

利貞の全身の神経がピーンと張りつめた。（同上、89-1-99）

例（11）の “ 回来” の “ ” は有様移動の動詞なので、三類の移動動詞で作る基本構造といえ

る。しかし、（12）の “等下去” の “等” は行為を表す有様動詞、（13）の “ 起来” の “ ” は、

状態を表す有様形容詞であり、どちらも移動を表していない。これらの有様を表す動詞や形容詞が

その位置に用いられるのは、それが有様を表す単語だから可能となる。また、｢位置＋趨向 ｣も本

来の意味である移動義を表しているのではなく、移動義から派生する機能義を表している。（12）

（13）のような構造をとる組み合わせも、本構造で作る連語にはしばしば見られる。

劉月華（1998：1～30）は、言語事実から、三類の動詞で作るいわゆる動補構造のうちの二つの趨

向補語「位置＋趨向」は趨向意義（例 14）、結果意義（例 15）、状態意義（例 16）を表す6）と説明

し7）、以下のような例文を挙げている。しかし、動補構造を作る動詞と補語との関係については言及

されていない。また、それら趨向・結果・状態を表す三者の意味関係がどのように変化しているの

かについても言及されていない。

（14）学生 排着 走 教室去。（《通 》p.9）

生徒たちは列を作って教室に入っていく。（筆者訳）

（15）你把 才 的 下来。（《通 》p.15）

さっき話したことを書いておいて。（筆者訳）

（16）天 了，雪又下起来了。（《通 》p.25）

空が暗くなり、雪がまた降り出した。（筆者訳）

劉月華の説明と例文に倣えば、例（11）は趨向意義、（12）（13）は状態意義である。状態意義の

うち、前者は継続義（例 12）、後者は新しく現れた状態義（例 13）である。筆者の分類に従えば、

（12）は行為義であり、二類の移動動詞 “下来” は行為義を維持する「継続」を表す。

6） 劉月華（1998：1～30）は趨向補語がなぜ趨向意義、結果意義、状態意義を表せるのかを明らかにしていない。ま
た、動補構造の中の動詞と補語の関係についても論じていない。

7） 劉月華（1998：1～30）の意味分類は、動補構造のうちの補語の部分に焦点を当てて分けている。しかし、補語の
部分がどのような意味を表すかは動詞が何を意味しているかにより分けられる。
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劉月華の上掲の分類は、言語事実からの意味分類であり、理論による分類ではない。筆者は本稿

で先行研究と実例とに基づき、連語論の観点から本構造の表す意味を再分類し、劉月華の学説を検

討する。

（17）可是，有人匿名控告李厂 合 案 却 快地 厂来。（『人民』88-11-86）

ところが、匿名で李工場長を告発する者が出たというので、調査グループがたちどころに

工場に乗り込んできた。（同上、88-11-87）

（18）丈夫 会回来，将肥皂 价的 密情 在枕 告 了胖嫂， 就再也睡不着了。（『人民』

89-9-98）

会議から帰ってきた夫が、枕辺で、「絶対機密情報」を話したばかりに、ふとっちょおば

さんは、もう眠れなくなってしまった。（同上）

（19） 在，那信却随着丈夫出公差去了。（『人民』96-1-87）

あの手紙は、夫とともに出張先にいっている。（同上、96-1-86）

（20）一高一矮 个球迷 不情愿地走了 去。（『人民』94-4-93）

ノッポとチビのキチガイ二人が、しぶしぶ入ってきた。( 同上、94-4-92)

例（17）から（20）までの下線部は、いずれも構造が異なるものの、空間的な移動を表している。

これらの動詞連語は、具体的な移動を表しているので、三単語で作る「移動」を表す基本用法とい

えるであろう。本稿ではこれを「移動義」という。

例（17）の “ 厂来” の “ ”、および（18）の “ 会回来” の “ 会” は、いずれもありさまを

表す有様動詞である。（19）の “随 丈夫” の “随” は有様動詞であり、（20）の三類の動詞で作る

“走了 去” の構造は、いずれも移動を表すが、客体をとらない構造である。このうちの “走” は有

様移動の動詞である。各動詞連語の先頭に用いられている有様動詞は、“ ” “ 会” のように構造の

違う場合もあるが、有様移動の動詞と同じように、有様を表す機能は同じである。次に主体や客体

が移動しない例文を見てみよう。

（21） 身去，从 里拿出一沓信封款式相同的信，声音 然喃喃：“……” （『人民』88-8-

98）

老婦人は、うしろを向いて、書棚から同じ封筒を使った手紙の束をとり出し、ふと声をく

もらせた。（同上）

（22）“啊！” 主任 才抬起 来， 真 着我 道，“你不是工程 ？”（『人民』88-4-92）

「なんだって？」主任は、はじめて顔をあげ、まじまじとわたしを見つめてたずねた。「き

みは技師だろう」（同上、88-4-92～93）

（23）局 同 握 手，一 看到了我，先是一楞，但 上 笑 ，快速地向我伸出手

来：“你也来了， 幸， 幸！”（『人民』89-7-102）

局長は県長と握手をして、ふと私を見つけた。はじめは驚いたが、たちまち笑顔をつくっ

て、さっと私のほうに手をさし出した。「キミも来たのですか？ようこそ、ようこそ」（同

上）



─ 181 ─

三類の移動動詞は何を表しているのか

例（21）の “ 身去”、（22）の “抬起 来”、（23）の “伸出手来” は、いずれも主体の移動では

なく、その場での主体の動作である。本稿ではこれを「動作義」という。

移動義と動作義との違いは、前者の “ 厂来”（例 17）は “ 厂” が基本であり、空間的な主体

の移動はあるが、後者の “ 身去”（例 21）は “ 身” が基本で、その場での動作である。前者に

見られる移動義を表す場合は「有様」「位置」「趨向」の各動詞がいずれも移動を意味する動詞の場

合であればまったく問題にならないが、「有様」“ 会” が行為を表し移動を表していなくても、動

詞連語全体で主体や客体の移動を意味していれば移動（例 18）となる。動作義を表す場合は「有

様」は動詞だが、「位置」と「趨向」の各動詞は空間的な移動を表しているのではなく、その場での

有様の方向性などを意味する機能義（例 22）を表している。三番目に移動義や動作義でもない例文

を見てみよう。

（24） 之，竟有些愠怒，凡体重不足的 ，便摘下 来，抛入塘中。（『人民』88-5-92）

面白くもないという様子で、重さの足りない魚は、針から外してまた池にほうり投げてい

る。（同上、88-5-93）

（25）天一亮， 手中的票子将 生出 多可 的 儿来。（『人民』89-9-98）

夜が明けさえすれば、手にしたお金が、彼女にどっさりと「子宝」をもたらしてくれるの

だから。（同上）

（26）失望之余，我又暗下决心， 持写下去，直到 我回信 止。（『人民』89-5-100）

失望のあまり私はひそかに決心しました。ずっと書きつづけるぞ、お返事をいただけるま

でと。（同上）

（27） 咽下去的是 堪 是气 ？（『人民』88-1-95）

彼女が胸におさめたのは、くやしさ、それとも怒りだったのだろうか。（同上、88-1-95～

96）

上掲例（24）の “摘下 来”、（25）の “生出 多可 的 儿来”、（26）の “写下去” 8）、（27）の “咽

下去” は、いずれも主体の移動やその場での動作を表しているのではなく、モノなどに働きかける

その場での主体の行為を表している。本稿ではこれを「行為義」という。主体の行為は、時には

（24）（25）のように結果9）をもたらす。上掲の動詞連語の意味する移動・動作・行為は人為的な運

動あるいは人為的とみなせる運動（例 25）だが、以下では非人為的な運動義を表す例文についてみ

てみよう。

（28）小餐 起来后，敏便忙碌起来，很快忘 了 个世界上 的存在。（『人民』95-4-99）

食堂開店以来、敏は忙しくなり、この世に軍という人物が存在することも簡単に忘れてし

まった。（同上、95-4-98）

8） 劉月華（1998：29）は “下去” について、動作が引き続き行われることを表すとし、状態のなかの継続とみなして
いる。筆者は「継続」も「行為」のひとつとし、「行為義」のなかに入れている。

9） 劉月華（1998：15）の言う結果意義を表す例文 “你把知道的情况都写出来。”［知っていることを全部書きなさい。］
は、筆者の分析によれば、ある結果の出る ｢行為義 ｣のひとつといえるので、「行為義」の用法に入れる。
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（29）他倍受鼓舞，一 ， 得自己高大了起来，庄重了起来。（『人民』91-7-97）

彼はこれに強く励まされて、一瞬、自分がぐんと大きくなり、貫禄が出てきたような気が

した。（同上）

（30）朋友 一 ，随即明白 来。（『人民』94-1-93）

友人たちは一瞬ポカンとしたが、すぐわかった。（同上、94-1-92）

（31）事后，小毛他 数落安安：“你 娃儿， 小毛掉下来 不救？”（『人民』89-7-99）

あとで子供の父親が安安を責めた。「このやろう、うちの子が落ちたのを知っていてなん

でほうり出すんだ？」（同上）

（32） 眉宇 挑，格格笑出声来……眼下， 正取 于未来的公公丁。（『人民』88-4-95）

眉が軽く動き、「フ、フ、フ」と笑い出した。……当面、未来の舅の機嫌をとっておこう

というのである。（同上、88-4-96）

例（28）の “忙碌起来” の “忙碌”、（29）の “高大了起来、庄重了起来” の “高大、庄重” はいず

れも形容詞、（30）の “明白 来” の “明白”、（31）の “掉下来” の “掉”、（32）の “笑出声来” の

“笑” はいずれも動詞である。下線部で表すこれらの連語は、いずれも人為的な運動ではなく、自然

あるいは突発的に発生するか誘発される無作為の非人為的な状態を表している。本稿では、これを

「状態義」10）という。

2.2．「有様＋位置＋趨向」の各移動動詞と客体との意味関係

三類の移動動詞を用いる動詞連語「有様＋位置＋趨向」は、文法的手段 “把” などを用いないか

ぎり、客体が空間詞だと構造は一つ「有様＋位置＋空間詞＋趨向」（例 33）だが、空間詞以外とな

ると、以下の実例に見られるように、構造がいくつかに別れる。

（33） 默默地走下楼去。（『人民』94-8-93）

彼女は黙って階段を下りて行った。（同上）

（34）“ 我的背心来……”（『人民』91-4-96）

「私のベスト、取ってくれないかしら……」（同上）

例（33）の “走下楼去” は “楼” が派生空間詞なので、“下楼” が基本となり、“楼” は “下” の直

後に用いられ、両者で「移動」を表す。“去” は客体を取れる転位義であり、やはり移動を表してい

る。（34）の “ 我的背心来” の客体はモノ名詞 “背心” だが、文中における位置は空間詞と同じ

である。しかし、基本は “ 背心” であり、その場での「行為」を表し、“来” は客体を取れない趨

向義であり方向性だけを表している。

以下では、「有様」が動詞あるいは「動詞語素＋名詞語素」または「動詞＋名詞」などにより作ら

れている。これらの語句を検討することによって、本構造の中で有様を表す実例を見てみよう。ま

10） 劉月華（1998：25～30）の ｢状態 ｣は、｢新状態 ｣ “下起来” と ｢ 状態の継続 ｣ “干下去、 下去” の 2類に分かれ
る。筆者はヒトの行為を意味する後者を ｢行為義 ｣としている。
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た、本構造には動態助詞の “了” もよく用いられている。

（35） 又要推辞，又不敢声 ，生怕被 人看 了， 忙盖了起来，弄得 也没有吃好。（『人

民』89-6-98）

鞠さんは、断りたいけれど大きな声も出せず、人目につくのも困るのでいそいでふたをし

てしまい、ろくに食事をしなかった。（同上、89-6-98）

（36）妻出于 士 的敏感，翻身起来。（『人民』89-11-96）

妻は看護婦という職業がら敏感なのか、パッと起き上がった。（同上、89-11-97）

（37）他 了一个苹果 来，我接住了。（《通 》p.43）

彼がリンゴを投げてよこしたので、受け取った。（筆者訳）

（38）我和堂妹打 旅行包，把一大 苦柚装了 去。（『人民』93-6-111）

ぼくといとこは旅行かばんをあけて、かごのザボンを詰めた。（同上）

例（35）の “盖了起来” は、客体 “盖子” が文中に現れていないが、“盖” は有様を表している。

（36）の “翻身起来” のうちの “翻身” は、「動詞語素＋名詞語素」からなる動詞であり、やはり有様

を表している。（37）の “ 了一个苹果 来” の “ 了一个苹果” は、「動詞＋名詞連語」であり、や

はり有様を表している。この動詞連語には “ ” の後に動態助詞 “了” が加わり、動詞のアスペクト

としての、ある一局面を表している。（38）の “把一大 苦柚装了 去” は構造から見れば、「“把”

を用いる動詞連語」であり、有様動詞 “装” の後に動態助詞 “了” を用い、アスペクトとして動詞の

ある一局面を表している。

（39）他 站起来要走，忽然感到旁 来一股香气，暗中一看，原来 来了，默默地坐在了自

己的身旁。（『人民』89-6-99）

立って出ようとしたとき、ほのかな香りを感じた。暗い中で目をこらすと、鞠さんが来て

いた。ひっそりと自分のそばにいたのだ。（同上）

（40） 西放回去。（『人民』88-11-90）

これは戻しておきなさい。（同上）

（41）信寄出去了。我很快便把它忘却。（『人民』88-8-97）

ポストに入れてしまうと、すぐこの手紙のことなど忘れてしまった。（同上）

例（39）の “ 来一股香气” は「有様＋位置＋趨向＋客体」である。（40）の “放回去” は客体

のない構造であり、（41）の “寄出去了” も客体はないが、語気助詞が加わる構造である。「有様＋

位置＋趨向」と客体とで作るくみあわせは、上掲の分析により、本稿では以下の 6構造に大別する。

有様は有様移動の動詞 “走”（例 33）が基本だが、上掲の例文に見られるように、有様動詞 “放”（例

40）や有様形容詞 “忙碌”（例 28）を用いる場合もある。これは有様動詞や有様形容詞も有様を表せ

るから、有様移動の動詞と同様の位置に用いることが可能なのである。

本稿では、この連語と客体とで作る 6構造がどのような意味を表すのかについて、以下で検討す

る。劉月華（1998：1～30）は「有様＋位置＋趨向」のうちの「位置＋趨向」の意味分析により、移

動義・結果義・状態義の三類に分けている。筆者は「有様＋位置＋趨向」と客体で作る連語全体を
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分析の対象とする。ちなみに、筆者の分析によれば、上掲の「動詞連語（＋客体）」で作る例文は、

「移動義」1例（例 33）、「動作義」1例（例 36）、「行為義」7例（例 34，35，37，38，40，41）、「状

態義」１例（例 39）に分かれる。以下では構造別に連語の表す意味を分析する。

2.2.1.　「有様＋位置＋客体＋趨向」で作る構造

移動を表す三類の動詞で作る本構造は、客体に空間詞を用いる場合が基本である。しかし、空間

詞以外の客体が用いられている場合も多々ある。まず客体が空間詞の場合を見てみよう。

2.2.1.1.　「有様＋位置＋空間詞＋趨向」で作る構造

「有様＋位置＋趨向」とその客体となる名詞で連語を作る場合、これらの動詞がいずれも移動を表

す場合であれば、客体は移動と関係のある空間詞で作る構造「有様＋位置＋空間詞＋趨向」（例 42）

が基本である。この基本構造は「有様＋位置＋空間詞」と趨向とに分かれ、その核となるくみあわ

せは前者の中の「位置＋空間詞」である。しかし、本構造の中の「有様」には移動を表さない場合

（例 43 “ ”，44 “ 身”）もある。そうすると、これらの連語が移動を表すのは「位置＋趨向」が移

動義を表す場合といえる。

（42） 默默地走下楼去。（『人民』94-8-93）

彼女は黙って階段を下りて行った。（同上）

（43）小男孩蹲下，想把它抱起来， 回家去。（『人民』94-11-101）

彼はしゃがんでスッポンを抱き上げ、家にもって帰ろうとした。（同上、94-11-100）

（44）D在我的肩上 切地拍了一拍， 身 店里去了，因 有 在呼他。（『人民』95-6-99）

D氏は親しみを込めて軽く僕の肩を叩いてから、むきを変えて店のなかに入っていった。

かれのポケットベルが鳴ったのだ。（同上）

これらの動詞の機能を調査すると、例（42）の “走下楼去” の構造は “走＋下楼＋去” であり、有

様を表す移動 “走”［歩く］は「空間的な移動のむすびつき」“下楼”［階段を下りる］の方式を表し、

“去” は話者の位置から主体が遠のくことを表している。（43）の “ 回家去” の構造は “ ＋回家＋

去” であり、有様を示す “ ” は行為を表し、「空間的な移りのむすびつき」“回家”［家に帰る］は

空間的な移りを表し、“去” はやはり主体が話者の位置から離れて遠のくことを表している。（44）

の “ 身 店里去了” の構造は “ 身＋ 店里＋去＋了” である。有様を表す “ 身”［体のむきを

変える］は動作を表し、「空間的な進入のむすびつき」“ 店里”［店の中に入る］は空間への進入を

表し、“去” はやはり主体が話者の位置から離れて遠のくことを表している。

これらのくみあわせから見ると、本構造が移動を表すか否かは、「有様」を意味する運動（例 42：

移動、43：行為、44：動作）が移動を表すか（例 42）否か（例 43，44）ではなく、その後に用いる

連語「位置＋空間詞」と趨向とが有様との関係で、本義である移動義を表すか（例 42，43，44）否

かによる。

例（42）（43）（44）の「位置＋空間詞」と趨向とはいずれも移動を表しているので、客体が空間
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詞であれば、本構造全体で移動義を表していると言える。

2.2.1.2.　「有様＋位置＋空間詞以外の名詞＋趨向」で作る構造

本構造「有様＋位置＋空間詞以外の名詞＋趨向」は客体が空間詞ではなく空間詞以外の名詞だが、

客体の位置は空間詞と同じである。本構造では「有様＋位置＋空間詞以外の名詞」で一つの出来事

を表し、趨向移動の動詞 “来 / 去” は転移義である移動を表す場合と機能義である方向性を表す場

合とに分かれる。例文を見てみよう。

（45） 知日 落山 ，斜坡里突然 出一只野狼来，扑向羊群。（『人民』93-3-111）

ところが、日が落ちると、突然、山から狼が一匹現れて、羊の群れに襲いかかってきた。

（同上）

（46）妻也没睡 ， 来 ：“ ？”（『人民』89-5-101）

妻も寝入っていなかったらしく、顔をこちらに向けた。「誰に？」

（47）我从 皮兜里翻出一 信来，果然都是同一个地址。（『人民』89-5-100）

妻のハンドバッグをさぐって、ひと束の手紙をとり出すと、やはり差出人の住所はみな同

じになっている。

（48） 眉宇 挑，格格笑出声来……眼下， 正取 于未来的公公丁。（『人民』88-4-95）

眉が軽く動き、「フ、フ、フ」と笑い出した。……当面、未来の舅の機嫌をとっておこう

というのである。（同上、88-4-96）

例（45）の “ 出一只野狼来” の構造は “ 出一只野狼＋来” であり、「空間的な出現のむすびつ

き」“ 出一只野狼”［狼が現れる］は客体の移動を表し、“来” は話者のいる位置に近づくことを表

している。（46）の “ 来” の構造は “ ＋来” であり、“ ” は動作を表し、“来” は顔

が話者の位置に向くことを表している。（47）の “翻出一 信来” の構造は “翻出一 信＋来” であ

る。“翻出一 信”［かき回して手紙を出す］は行為を表し、“来” はヒトの力により、手紙が話者の

位置に近づくことを表している。（48）の “笑出声来” の構造は “笑出声＋来” であり、“笑出声” は

状態を表し、“来” は主体の移動ではなく、機能義として笑い声が出てくることを表している。

これらのくみあわせの表す意味から見ると、本構造が移動を表すか否かは、「有様＋位置＋客体」

で表す出来事（例 45：移動、46：動作、47：行為、48：状態）が移動を表せるか否かではなく、そ

の後に用いる「趨向」が「有様＋位置＋客体」との関係で、本義である移動義を表すか（例 45）否

か（例 46，47，48）による。ちなみに、本構造全体では、（45）は移動義、（46）は動作義、（47）

は行為義、（48）は状態義を表している。これは本構造の中の連語「有様＋位置＋客体」の表す意味

と一致している。

2.2.2．「有様＋客体＋位置＋趨向」で作る構造

本構造「有様＋客体＋位置＋趨向」は、客体が空間詞ではなく空間詞以外の名詞であり、「有様＋

客体」でひとまとまりの意味としての出来事を表し、「位置＋趨向」でもう一つの出来事を表してい
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る。例文を見てみよう。

（49） 朦朦 入睡，他出 回来了，虽然他 門、 灯都是那 手 脚，……（『人民』

88-1-92）

意識が薄れてようやく眠りに入りかけたころ、彼が運転から戻ってきた。そっとドアを開

け、そっと電気をつける。（同上）

（50）妻出于 士 的敏感，翻身起来。（『人民』89-11-96）

妻は看護婦という職業がら敏感なのか、パッと起き上がった。（同上、89-11-97）

（51）你用河水、井水、或泉水泡茶，那水 得 沸、未沸、或适中，他一一辨 得出来；你用山

草、禾草、木柴、燃油 水，他也能一一品味出来。（『人民』94-3-93）

 使ったのは川の水か、井戸の水か、泉の水か、温度はわかし過ぎか、わかし足りないか、

適度か、みな区別ができます。燃したのは、山の草か、穀類の草か、たきぎか、石油か、

それも言い当てました。（同上、94-3-92）

例（49）の “出 回来了” の構造は “出 ＋回来＋了” であり、有様により出来事を示す “出 ”

［（車庫から）車を出す］は行為である。“回来＋了”［戻ってきた］は移動を表している。（50）の

“翻身起来” の構造は “翻身＋起来” であり、“翻身”［身体のむきを変える］は動作を表し、“起来”

［起き上がる］は動作の方向性を表している。（51）の “品味出来” の構造は “品味＋出来” である。

“品味”［味見する］は行為を表し、“出来” は行為の方向性を表す機能義である。

これらのくみあわせから見ると、本構造が移動を表すか否かは、「有様＋客体」で表す出来事（例

49：行為、50：動作、51：行為）が移動を表せるか否かではなく、その後に用いる有様との関係で

「位置＋趨向」が移動義を表すか（例 49）否か（例 50，51）による。ちなみに、本構造全体では、

（49）は移動義、（50）は動作義、（51）は行為義を表している。

2.2.3．「有様＋ “了” ＋位置＋趨向」で作る構造

本構造「有様＋ “了” ＋位置＋趨向」は、各移動動詞が客体をとらない場合である。「有様＋ “了”」

でひとまとまりの意味としての出来事を表し、「位置＋趨向」でもう一つの出来事を表している。例

文を見てみよう。

（52）当他把那几 晶 的 子下到 只精致的花盆的 候，小女儿沁沁 了 来， 着也要

花。（『人民』89-3-100）

二つのきれいな植木鉢に、透明で光り輝くタネを埋めていた時のことだ。娘のシンシンが

走ってきて、わたしも植えるんだといってきかない。（同上）

（53）当他的脚一踏上客 的門 ，屋里先是猛然一静，坐着的人刷地站了起来，……（『人民』

89-7-102）

その人が客間に一歩入ると、室内がさっと静まり、すわっていた者は立ち上がった。……

（同上）

（54）二大 是第一个 了他的 “ ” 伸大拇指的人， 庚 地装了一 烟叶，痛快地 了
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去。（『人民』91-12-96）

「烏頭」を見て最初に親指を突き出したのは、二大 だった。長庚はきざみタバコをいっ

ぱいにつめて、サッと二大 に差し出した。（同上、91-12-97）

（55）父 的精神居然好了起来，有一天 星 ：“老 么 着， 里的事我也干点儿吧。”

（『人民』94-10-93）

意外や父も精神的に元気になって、ある日呂星に言った。「いつもヒマだから、私も少し

食堂を手伝おう」。( 同上、94-10-96)

例（52）の “ 了 来” の構造は “ 了＋ 来” であり、有様を示す “ 了” は移動を表し、動詞

連語「位置＋趨向」“ 来”［やってきた］も移動を表している。（53）の “站了起来” の構造は “站

了＋起来” であり、“站了”［立った］は動作を表し、“起来”［起き上がる］も動作の方向性を表して

いる。（54）の “ 了 去” の構造は “ 了＋ 去” である。“ 了”［手渡す］は行為を表し、“ 去” 

は行為の方向性を表す機能義である。（55）の “好了起来” の構造は “好了＋起来” であり、“好了”

は状態を表し、“起来” は状態の方向性を表す機能義である。

本構造が移動を表すか否かは、「有様＋“了”」で表す出来事（例 52：移動、53：動作、54：行為、

55：状態）が移動を表せるか否かではなく、その後に用いる有様との関係で「位置＋趨向」が本義

である移動義を表すか（例 52）否か（例 53，54，55）による。ちなみに、本構造全体では（52）は

移動義、（53）は動作義、（54）は行為義、（55）は状態義を表している。これは本構造の中の連語

「有様＋“了”」の意味と一致する。

本節の構造「有様＋“了”＋位置＋趨向」は、構造的には下記 2例から客体が文中に現れない連語

と見なすことができる。例（56）の “一个苹果”、（57）の “把一大 苦柚” はそれぞれ有様動詞 “ 、

装” の客体である。言語環境により、これらの客体を外せる条件があれば、この 2例は本節の構造

となる。それゆえ、本稿では本節の構造を「有様＋ “了”」と「位置＋趨向」とに分けている。

（56）他 了一个苹果 来，我接住了。（《 向 通 》1998：43）

彼がリンゴを投げてよこしたので、受け取った。（筆者訳）

（57）我和堂妹打 旅行包，把一大 苦柚装了 去。（『人民』93-6-111）

ぼくといとこは旅行かばんをあけて、かごのザボンを詰めた。（同上）

2.2.4．「有様＋位置＋趨向＋客体」で作る構造

本構造「有様＋位置＋趨向＋客体」は、客体が空間詞ではなく空間詞以外の名詞であり、「有様＋

位置＋趨向＋客体」でひとまとまりの意味としての出来事を表している。有様の影響を受け、「位置

＋趨向」が原義である移動義を表していれば、二類の動詞の原義であり、そうでなければ有様の方

向性を表す機能義である。例文を見てみよう。

（58）一 小 停下来了，走下来一位 白 的老 ， 有路 往的行人，都来帮着 撒

了一地的苹果。（『人民』14-9-68）

乗用車が止まり、白髪の老紳士が降りてきた。そして通りがかりの人もみんなやって来
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て、道に落ちたリンゴを拾い始めた。（同上）

（59）一支烟快抽完了 ，爸爸准又不慌不忙地再掏出一支， 着在大拇指上 快地敲几下，

的烟卷便凹下去一小段，然后再把那一截烟屁股接在 支烟上抽起来。（『人民』89-8-98）

もうすぐおしまいというときに、落ち着きはらってもう一本とり出し、まっすぐに立てて

親指の爪の上でトントンとやって、いっぱいだったタバコの中味を少しへこませ、そこへ

短くなったタバコをさし込んで継ぎ足して吸います。（同上）

（60）我知道一家人是从牙 里省下来小麦，供 我 的。（『人民』97-5-87）

家中の者が我慢に我慢をして余した小麦を、自分に送ってくれているのだった。（同上、

97-5-86）

（61）他 站起来要走，忽然感到旁 来一股香气，暗中一看，原来 来了，默默地坐在了自

己的身旁。（『人民』89-6-99）

立って出ようとしたとき、ほのかな香りを感じた。暗い中で目をこらすと、鞠さんが来て

いた。ひっそりと自分のそばにいたのだ。（同上）

例（58）の “走下来一位 白 的老 ” の構造は “走下来＋一位 白 的老 ” であり、

「有様＋位置＋趨向」“走下来”［降りてきた］は移動を表している。“一位 白 的老 ”［白髪

の老紳士が］はヒトである。（59）の “凹下去一小段” の構造は “凹下去＋一小段” であり、“凹下

去”［へこませ］は行為を表し、“一小段”［すこし］はコトである。（60）の “省下来小麦” の構造は

“省下来＋小麦” である。“省下来”［残す /節約する /倹約する］は行為を表し、“小麦” はモノであ

る。（61）の “ 来一股香气” の構造は “ 来＋一股香气” であり、“ 来” は状態を表し、“一

股香气” は気体（モノ）である。

これらのくみあわせから見ると、本構造が移動を表すか否かは、「有様＋位置＋趨向」で表す連語

（例 58：移動、59，60：行為、61：状態）が移動を表せるか否かではなく、動詞連語「有様＋位置

＋趨向＋客体」が本義である移動義を表すか（例 58）否か（例 59，60，61）による。ちなみに、本

構造全体では、（58）は移動義、（59）（60）は行為義、（61）は状態義である。これは本構造の中の

三類の移動動詞「有様＋位置＋趨向」の表す意味と一致する。

2.2.5．二つ以上の移動動詞の後にそれぞれ客体をとる場合

動詞連語「有様＋位置＋趨向」を作るそれぞれの動詞がそれぞれ客体をとる場合は、客体は空間

詞だけでなく空間詞以外の名詞もある。連語「有様＋客体」「位置＋客体」「趨向＋客体」が、それ

ぞれひとまとまりの意味としての出来事を表す。

この三類の動詞で作る「有様＋位置＋趨向」が客体とのくみあわせにより、本構造全体でどうい

う意味を表すのか、この三つのくみあわせが同一文中に二つ以上ある場合の例文を見てみよう。

（62）大年初一，穿上簇新的衣服， 上真 的祝福，走街 巷去 村里的 拜年。（『人民』

15-1-78）

元日にはおろしたての服を着て、心のこもったお祝いの言葉を携え、村の道々を歩き回っ
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て、年長者たちに新年のあいさつに行く。（同上）

（63）D在我的肩上 切地拍了一拍， 身 店里去了，因 有 在呼他。（『人民』95-10-99）

D氏は親しみを込めて軽く僕の肩を叩いてから、むきを変えて店のなかに入っていった。

かれのポケットベルが鳴ったのだ。（同上）

（64） 在，那信却随 丈夫出公差去了。（『人民』96-1-87）

あの手紙は、夫とともに出張先にいっている。（同上、96-1-86）

（65）后来他听 百里奚是个杰出的人才，就打算 上 重的礼物去楚国把百里奚 回来。（『百家

姓』p.155）

しかし後から百里奚は賢才との評判を知って、秦穆公は手厚い贈り物をもって楚国から

百里奚を請け出そうと考えました。（同上、p.158）

例（62）の “走街 巷去 村里的 拜年” の構造は、“走街＋ 巷＋去＋ 村里的 拜年” で

あり、“走街” は移動、“ 巷” も移動、“去” も移動を表し、“ 村里的 拜年” は行為を表してい

る。（63）の “ 身 店里去了” の構造は “ 身＋ 店里＋去＋了” であり、“ 身” は動作、“ 店

里” は移動、“去” は移動、“了” は出来事の実現を表す。（64）の “随着丈夫出公差去了” の構造は

“随 丈夫＋出公 ＋去＋了” であり、有様を示す “随 丈夫” は行為、“出公 ” は行為、“去” は方

向、“了” は出来事の実現を表す。（65）の “ 上 重的礼物去楚国” の構造は “ 上 重的礼物＋去

楚国” であり、“ 上 重的礼物” は行為を表し、“去楚国” は空間的な移りのむすびつきであり、移

動を表している。

これらのくみあわせから見ると、本構造が移動を表すか否かは、「有様」で表す連語（例 62：移

動、63：動作、64：行為、65：行為）が移動を表せるか否かではなく、その後に用いる連語「位置

＋客体」（例 62：移動、63：移動、64：行為）が本義である移動義（例 62，63）を表すか否か（例

64）によるものでもなく、「趨向」が移動を表すか（例 62，63，64，65）否かによる。ちなみに、

本構造全体では（62）から（65）まではいずれも移動義を表している。これは本構造を作る三類の

移動動詞の中の「趨向」と一致する。

2.2.6．「有様＋位置＋趨向」で作る構造

本構造「有様＋位置＋趨向」は、それぞれの単語の後に客体をとらない構造である。『八百詞』や

『実用 2』などをはじめとする多くの文法書や教科書では本構造を基本構造としているが、前述のよ

うに、筆者は先行研究と実例との分析により、本構造を基本構造としていなく、客体をとらない構

造としている。例文を見てみよう。

（66）妻在里屋 声 出来， 来人原来是个男孩儿，高 得差点掉下眼泪：“你就是翁大川 ？”

（『人民』89-5-102）

声を聞いて、妻が奥の部屋からとび出してきた。やってきたのは坊やだったのかと、涙を

流さんばかりのよろこびようで「あなたが翁大川さんなのね？」（同上、89-5-101）

（67）他 站起来要走，忽然感到旁 来一股香气，暗中一看，原来 来了，默默地坐在了自
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己的身旁。（『人民』89-6-99）

立って出ようとしたとき、ほのかな香りを感じた。暗い中で目をこらすと、鞠さんが来て

いた。ひっそりと自分のそばにいたのだ。（同上）

（68）他一把抓 来，送到嘴里就 。（『人民』90-7-98）

さっとつかみ取って口に入れます。（同上、90-7-99）

（69）我一口气 下去， 得 得愈多，就是 老 的有力声援。（『人民』88-1-95）

ぼくは一気に答えた。多く話せば、それだけ、先生を大いに力づけることができると思っ

た。（同上）

（70）几周后，妻 得 郁起来。（『人民』89-5-100）

何週間かして、妻がふさぎがちになった。（同上）

例（66）の “ 出来” の構造は “ ＋出＋来” であり、動詞連語「有様＋位置＋趨向」“ 出来”

［とび出してきた］は移動を表している。（67）の “站起来” の構造は “站＋起来” であり、“站起来”

［立って］は動作を表している。（68）の “抓 来” の構造は “抓＋ 来” であり、“抓 来”［つかみ

取って］ は行為である。（69）の “ 下去” の構造は “ ＋下＋去” であり、“ 下去”［答えた］ は行

為である。（70）の “ 郁起来” の構造は “ 郁＋起来” であり、“ 郁起来”［ふさぎがちになった］

は状態を表している。

これらのくみあわせから見ると、本構造が移動を表すか否かは、「有様」で表す意味（例 64：移

動、67：動作、68：行為、69：行為、70：状態）が移動を表せるか否かだけではなく、その後に用

いる「位置＋趨向」が有様との関係で、本義である移動義（例 66）を表すか否（例 67，68，69）か

による。

本構造の「有様＋位置＋趨向」がどのような意味を表すかは、この 3類の動詞が何を表している

かによって決まるといえる。ちなみに、本構造全体では（66）は移動義、（67）は動作義、（68）

（69）は行為義、（70）は状態義である。これは本構造の中の「有様」と一致する。

3．おわりに

筆者は移動動詞をありさまにより移動を表す「有様移動の動詞」“走、游”、位置の移動により移

動を表す「位置移動の動詞」“上、 ”、視点のある移動により移動を表す「趨向移動の動詞」“来、

去” の三類に分けている。

三類の移動動詞のくみあわせは、劉月華をはじめとする研究者の著す文法書や多くの教科書など

により、一般に動補構造（述補構造・動補連語）と言われている。筆者は先行研究と実例とに基づ

き、このくみあわせを分析し、本構造を動詞連語と名付けている。なお、有様移動の動詞は有様を

表すので、有様移動の動詞に替わって、「有様動詞」「有様動詞＋名詞」「有様形容詞」などの場合も

ある。これが可能なのは、これらによっても有様を表せるからである。

劉月華などは、このくみあわせのうち「位置＋趨向」を対象にして意味分析し、膨大な数量の実
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例から、言語事実に基づき「趨向義・結果義・状態義」を表すとし、それに該当する例文も挙げて

いる。ただし、なぜ趨向から状態にまで意味拡張するのかの説明が明確になされているわけではな

い。筆者は連語論の観点から三類の移動動詞または「三類の移動動詞」と客体とのくみあわせで作

る連語を対象として意味分析を行っている。

筆者の分析によれば、これらで作る動詞連語は、六類の構造に大別でき、構造の違いはあるもの

の、どの構造であっても「移動義・動作義・行為義・状態義」に分類できる。また、三類の移動動

詞と客体との意味関係により、基本義である移動義から派生義としての「動作義・行為義・状態義」

への意味拡張の論理も明らかにしている。このうちの移動義・動作義・行為義は文中に人為的な意

思が反映されるが、状態義は非人為的であり、意思が反映されない。

動詞連語が移動義を表すか否かは、もちろん三類の移動動詞の意味が大きな役割を果たしている

ことは間違いないが、まれに趨向移動の動詞が原義である移動義（例 62，63，64，65）を表してい

るか否かによる場合もある。
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